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○ 水平2.2Ｇでも脱落しない天井
実物大の天井を用いた地震力加震試験で確認しました。

○ ブレース材の本数とコストを削減
実物大の試験では23m2／組相当の性能を確認しました。

○ 天井板の振動を吸収する天井素材
グラスウール素材の柔軟性が、天井の振動を吸収します。

○ 天井脱落時の安全性がアップ
軽量で柔軟性があるため、人体への影響を低減できます。
 (注)資料：「日本建築学会大会学術梗概集」引用（P.6参照）

○ 事業継続計画（BCP）に貢献
万一、天井が脱落しても、室内の備品への影響が低減出来るだけでなく、天井板が損傷することが少なく室内を汚しません。
落下した天井板は、表面の汚れ等がなければそのまま施工することも可能です。

国土交通省は、告示771号を公布し特定天井の基準を設け新耐震
基準最大2.2Ｇを設定し、2014年4月1日より施行します。告示771号を施行

体育館や劇場など大空間の天井板を始め、オフィスビルでシステム
天井ライン工法の天井板においても多くの脱落被害がありました。

東日本大震災の
天井脱落被害

システム天井ライン工法に耐震化を適用
天井脱落被害を低減するために、システム天井ライン工法の脱落の大きな要因であったＴバー
の開きを抑制するために、ＨバーをＴバーに切り替えてグリッド化することで強固な天井下地とし、
天井板は空気の様に超軽量なグラスウールへの切り替えにより耐震性が向上しました。

超軽量耐震天井システム『エアリー天井』

『エアリー天井』は空気の様に超軽量な天井システムです。
システム天井ライン工法の改修と新設時に対応します。

＜特　長＞

『エアリー天井』工法の選び方

●天井を約35％軽量化でき、耐震性を約50％アップできます。
●ライン天井の既設天井板を超軽量マグストーンに変更することにより、万一天井板が落下した場合の人命保護が図れます。

●ライン工法の弱点となっていた設備ラインを、天井の目標性能によってブレース補強することで、耐震性能アップが図れます。
●設備ラインのメイン方向はV字ブレースで、これに直交するクロス方向は、レ型ブレースで補強します。

●告示771号に計算上必要なブレースを確認することで、仕様ルートで適合します。

CASE1
既設のシステム天井板をマグストーンへ切り替える場合

CASE2
更にブレースにより補強する場合

CASE3
新設時の場合（特定天井とする場合）

Hバーと既存天井板 Tバーとマグストーン

TH補強クリップ(右)(左)あり ブレース金具RPTH補強クリップ(右)(左)あり ブレース金具KF
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『エアリー天井』専用天井板「マグストーン」

会議室(100㎡、250㎥)の部屋の
天井をマグストーンと、岩綿吸音板
ラインタイプの2種類で設定し、残響
時間を比較しました。
会議室の最適残響時間と比較すると、
岩綿吸音板ではライブ(響く側)に、
マグストーンはデッド(吸音側)に改善
されます。

入数

10

熱伝導率 at25℃
（W/m・k）

892×1,472(900×1,480) 64 25 0.034

JIS A9504
JIS A6301

国土交通大臣認定
不燃材料
NM-8610

密度
（kg/㎥）

厚さ*
（mm）

 表面仕上げ

ペイント仕上げ
ガラス不織布
平貼り

マグストーン
N1

仕様 色
実寸法（標準モジュール）

（mm）

  JIS A9504 人造鉱物繊維保温材（F☆☆☆☆）  JIS A6301 吸音材料

JIS規格
不燃認定

※「*」は JIS規格上の呼び厚さに基づいた表示となります。　※熱伝導率は弊社測定データによるものです。
※表面仕上げ材の色調は、ロットにより若干異なる場合があります。　※「※※※※※」には品種連番が入ります。
※実寸法はご相談に応じます。
●接着剤を使う場合には、ゴム系、アクリル系などのものをご使用下さい。粘度の低い溶剤系のものを使用すると、シミ出し等が発生する可能性があります。

設計価格
（円/枚）

3,350EAT6425-※※※※※受

受…受注生産品

表面材：マグストーンN1色
※特注色は6,000mからの対応となりますので、ご相談ください。
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●岩綿吸音板15mm
●グラスウールボード64K25mm

最適室内残響時間

超軽量グラスウールボードに特殊ペイント塗装したガラス
不織布を貼り合わせた天井板です。
オフィス空間にマッチしたシンプルな仕上がりとなります。

＜オフィス内の音響性能の改善＞
吸音材として優れた性能を持つグラスウールは、低周波から高周波までの全域に対して吸音性能を発揮し、オフィス内の音響性能の改善が
図れます。

＜施工性・意匠性の向上＞
天井板が軽量で施工し易く、寸法も900×2,000ｍｍ程度の大きさまで途中の支持なしでの施工が可能で、手間が省けます。
※制作可能寸法は、1,000×3,000mmです。この場合、天井のたわみによるハンドリングの問題がありますので、ご相談ください。

＜防汚性の確認＞
15年経過しても、目立つ汚れを確認できませんでした。

○振動台入力波  ： 東日本大震災　想定 K-net　芳賀波（100%）
　  （3軸加振） ： 阪神淡路大震災　想定 JMA神戸　原波（100%）

○システム天井 ： 天井単位重量 33.5N／m2

 ： 設備ライン重量 42.2N／m
 ： 合計天井重量 43N／m2

 ： 試験体重量 880N（試験体20m2として）
 ： 乾式間仕切り壁重量 アルミTバー : 1074N／m

ＨバーからアルミＴバーへ
切り替えた場合

間仕切り壁なし ＝ 2.6G で脱落なし
間仕切り壁あり ＝ 2.3G で脱落なし

実物大の天井を用いて地震力加振試験を行いました。天井面最大水平加速度2.2Ｇ以上でも天井板の脱落が無く、さらに間仕
切りを設置してもブレース補強なしで2.3Ｇまで耐えました。

＜動的振動台試験＞

間仕切り壁なし
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アルミTバー 間仕切り壁あり

Hバーから変えた
Tバー 間仕切り荷重 主とする

加振方向 入力波 天井面
最大水平加速度 天井の状態

アルミTバー

なし
Ｔバー
メイン

K-net 芳賀 2,572Gal

変形脱落なしJMA 神戸 923Gal

あり K-net 芳賀 2,314Gal

（注）設備ラインは、ブレースで補強が必要

※Tバーの材質は、スチールでも対応可能です。

（左）：新築時
（右）：15年経過後 単位:mm
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頭部の衝撃傷害耐性値
天井落下の危険性は、落下する天井材とその接触により発生する人体被害の程度によって客観的に判断することができます。
Nahumにより提案されている側頭頭頂骨の傷害下限値(450lbs＝2000N)は、女性の側頭頭頂骨の崩壊荷重実験値を参考に
AISレベル2を閾値として決められたことによります。これを超えると頭蓋骨に大きな損傷が出る可能性があります。

引用：日本建築学会大会学術梗概集からデータを抽出して表示
「人体耐性指標を用いた天井材の安全性評価に関する基礎的研究」
その１　人体耐性指標 ： A-1,pp.1081～1082,2009.7
その２　天井材落下実験 ： A-1,pp.1083～1084,2009.7
その３　天井材落下実験２ ： B-1,pp.  881～  882,2010.7
その４　せっこうボード落下実験 ： B-1,pp.1003～1004,2013.8

スチールTバー eT4015スチールTバー eT4025アルミTバー（エアリー）
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CTハンガーH＝0左,右

ブレース金具KF ブレース金具下部AX-SHITA（Z）ブレース金具上部AX-UE

ブレース金具RP

3分ボルト、ナット CC-19

38×12×1.2

AS-25（ブレース材）

-25×19×5

天井部材一覧

単位:mm

落下実験に用いた天井材
7000

最大衝撃荷重(N)

落下高さ(m)
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Nahumの側頭頭頂骨の崩壊荷重

ケイ酸カルシウム板＋ロックウール吸音板

せっこうボード
＋ロックウール吸音板

グラスウール天井板

この実験結果は、天井落下時にマグストーン（グラスウール天井板）が人体への衝撃が小さい
ことを証明しています。

材質 サイズ (mm) 質量 (kg) 実験内容
グラスウール※ 990 × 990 × 25.0 1.2 1 ～ 6m、1m 毎、3 回ずつ
せっこうボード 910 × 910 × 9.5

8.6 2 ～16m、2m 毎、3 回ずつ
( ただし、2,4m は 4 回ずつ )ロックウール吸音板 300 × 600 × 12.0

ケイ酸カルシウム板 910 × 910 × 8.0
9.5 2 ～ 20m、2m 毎、3 回ずつ

ロックウール吸音板 300 × 600 × 12.0

＜各種天井板の人頭模型への激突実験＞

※グラスウール密度は48K

● 天井高 ： 2.6ｍ
● 天井から机の上のパソコンまでの距離 ： 1.7ｍ
● 天井板 ： 密度 64kg／㎥　

厚さ 25ｍｍ　
寸法 600×600ｍｍ
重さ 580g／枚

パソコンが壊れること無く使用できました。
天井板も破損が見られずそのまま天井に再使用できる状態でした。結　果

約1.7m約1.7m

グラスウールの超軽量性と柔軟性を確認するために、天井から
マグストーンを落下させてみました。

＜天井板の落下試験＞

マグ・イゾベール コールセンター  　　　Tel.0120-941-390　Fax.0120-941-391

部材に関するお問い合せ

JIS-A-6517相等品JIS-A-6517相等品
ブレース材・圧縮補強材

-40×20×1.6

一般材（JIS規格外品）


